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星形成に関わるfeedback(SNe, Stellar)は未だ理解不足
GMCの進化タイムスケールから星形成の物理に迫る

Kruijssen&Longmore 2014 (KL14), Kruijssen+2018
⚫ Small scaleでは星形成則は崩れる
⚫ gas-to-SFR flux ratioの空間スケールによる
変化がGMCの進化タイムスケール(~rarity)と
その距離間隔に依存するモデル(KL14)

→ Apertureを変えながらgas-to-SFRを測定
→ GMC scaleを分解する必要がない

⚫ CO+Hαが想定されているtracer

6つの近傍銀河について
⚫ CO : Gas

⚫ Spitzer/MIPS24um : Embedded SF

⚫ Hα : Exposed SF
としてGMCの進化タイムスケールに
制限をかけ、feedbackについて示唆を得る
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⚫ 分子雲はtfb,24um=2-7 Myrで拡散 (tCO=10-30 Myrの17-47%)

→ 最初の超新星爆発のタイムスケール(4-20 Myr)より短い
→ より初期のfeedback(photoionizationやstellar winds)が重要になる

⚫ 24um放射は分子雲拡散後t24um-tfb,24um=2-9 Myrで減衰する
⚫ 星形成領域間の距離は~100-200 pc (過去研究とコンシステント)

→ vertical gas disc scale heightと一致 (Kruijssen+2019)

⚫ Star formation efficiency (εsf) = ΣSFR/(Σgas/tCO) = 0.7-6.8%で非効率な星形成
(過去研究とコンシステント)

⚫ Feedback velocity = rCO/tfb = 10-40 pc
(近傍のHII regionの膨張速度と
コンシステント)

⚫ MIP24umで探ることができたheavily 

obscured phase = tobscured

= tfb,24um-tfb,Hα = 3.0±0.9 Myr

⚫ 他のglobalな物理量との相関は
見られなかった

⚫ t24umやtiso,24um=t24um-tfb,24umは
金属量が増えると減少
→ 金属量が増えるとmassive starsの
windが強くなるためか？
(εsfに見える相関は金属量が原因か？)

JWST(MIRI: 分解能=0.7”)によって
本手法を適応できる銀河が増える
(MIPS24um : 6.4”)
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